


０．本日の説明内容

１．警察官と警察行政職員

２．警察行政職員の業務内容

３．採用後の勤務所属

４．警察署担当者の１日

５．警察行政職員Ｑ＆Ａ

６．警察行政職員に採用されて



行政事務の面から

警察活動を支えるエキスパート

組織運営、会計業務、情報管理など

多種多様な分野で能力発揮

警察行政職員

法令に基づき、

人の生命、身体、財産を守る

犯罪捜査、逮捕、治安維持を行う

警察官

１．警察官と警察行政職員

知事部局との違いは・・・

警察活動を実施する上で必要となる行政事務を業務として取り扱う

勤務課所は警察本部、警察署等の警察庁舎

任命権者は茨城県警察本部長
県警キャラクター

こひばりくん こひばりちゃん
ひばりくん



○ 企画・人事

２．警察行政職員の職務内容

政策・整備計画の策定、制度改革等、
採用業務、人事業務、昇任試験運営、給与・公務災害補償
（配置所属 警務課 等）

○ 会計・総務

予算編成・執行業務、物品調達、財産管理、遺失拾得業務、
職員の勤務管理、福利厚生、給与支払い業務
（配置所属 警務課 会計課 厚生課 等）

○ 情報管理

情報セキュリティ対策、システム運用保守、
新規システム開発、OA機器の整備
（配置所属 情報管理課 等）

運転免許業務、許可業務等、
交通管制、交通安全施設管理、交通事故分析
（配置所属 運転免許センター 交通規制課 等）

○ 運転免許・交通安全施設



○ 鑑識・鑑定

２．警察行政職員の職務内容

指紋・足跡痕・写真等証拠品鑑定、事件分析・統計、
科学捜査研究所での鑑定業務（研究職）
（配置所属 鑑識課 科学捜査研究所 等）

○ 技術

警察施設の設計・工事管理（建築・電気）
車両・航空機の整備（整備士）、職員の健康管理（保健師）
（配置所属 装備施設課 厚生課 等）

○ 警察署での行政事務

【会計課】
遺失拾得業務、福利厚生業務、給与業務、
物品管理・施設管理業務
【交通課】
運転免許、マイナ免許業務
運転免許更新時講習
車庫証明等各種許可業務
（配置所属 水戸警察署 つくば警察署 等）



警察学校
入校期間 約１か月間（全寮制）
勤務内容 新任者研修

警察職員としての基本や心構え等

３．採用後の勤務所属

県内の各警察署

卒業配置

勤務内容 会計業務
運転免許業務

概ね３年～５年程度で定期異動
※面接で希望業務・勤務地を申告

警察本部所属や警察署 等

定期異動

それぞれの適性にあった所属で活躍



8:30

9:30

10:00

12:00

13:30

14:00

15:30

16:30

17:15

前日までの
書類・拾得物
取りまとめ

業務開始

拾得物取り扱い
遺失届との照会

拾得物受理

拾得物の情報から
落とし主を調査

拾得物調査

12:00～13:00
お弁当を食べたり
同僚とランチ

お昼休憩

遺失届出内容と、
県内の拾得物を突
合し、返還可能な
物件を調査

遺失届調査

当日取扱いの書類
及び物品を再点検

書類等整理

遺失届取り扱い
拾得物との調査

遺失届受理

返還の際は、遺失
状況を聴取
間違いがないよう
確認の上返還

拾得物返還

整理整頓して退勤

退勤

担当者の１日（警察署・遺失拾得担当）

４．警察署担当者の１日

拾得物⇒落とし物
遺失届⇒無くした物品・状況を警察に届け出た書類
拾得物⇒落とし物
遺失届⇒無くした物品・状況を警察に届け出た書類



Ｑ１ 警察事務でも警察学校に入校しますか。訓練はありますか。

５．警察行政職員Ｑ＆Ａ

採用後の新任者研修として１ヶ月入校が必要です。
警察官と違い、柔道剣道の授業や訓練は行いません。
体育の授業はありますので、入校中体調を崩さないように、健康な体づく

りを心がけるようにしておくとよいでしょう。

知事部局と同様に、年次休暇は１年で２０日（初年度は１５日）で、その
他にも特別休暇（夏休み等）があります。
Ｒ５年の年次休暇取得日数は平均約１４日です。
（警察官・警察行政職員）

採用時は「主事」となり、年齢や勤続年数を考慮して「主任」へと昇任し
ます。
それ以降の「係長」「課長補佐・主査」「副参事」への昇任は、昇任試験

に合格した職員が昇任します。

Ｑ２ 休暇はどれくらい取得できますか。

Ｑ３ 昇任はどのように決定されますか。



① これまでに担当した業務

６．警察行政職員に採用されて

警察署･･･ 振り出しは交通課（運転免許、許認可事務）
警察本部･･･企画部門や情報管理部門

⇒ 情報管理部門は７年間と一番長く在籍

② 大変だった業務・やりがいがあった業務

企画部門･･･組織全体に関わる施策を担当
全体調整や規程整備など不慣れな業務で挫け
そうになり大変な業務だが、とてもやりがい
を感じる仕事だった。

③ これから警察行政職員を目指す皆さんへ伝えたいこと

警察官と共に県民の安心安全を守れることのやりがい、
警察というステージでしかできない仕事をしてみたいと
興味を持ったら、是非挑戦してみて！




